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人生における成功ということにほかならない」（To burn always with this hard, gem-like 


























































































 ポスト印象主義の画家が追求した「実在する形態を限りなく暗示する凝縮体」（ the 
condensation of the greatest possible suggestion of real form）つまり、我々の感性的な
意識に訴えかけて、描き出された対象に内在する性質を含めた「実在性」を我々の内に喚
起する形態。このような形態をフライは「生の等価物」（an equivalent for life）と呼んだ
が、作家として、「現実の本質」をもつ「ヴィジョン」を言語化する手段を模索し続けてき


























































（ ‘Selina Trimmer,’ 1940 ）では、ペイター離れを起こし、「創造力に富む事実」の積み
重ねによる伝記スタイルを確立したと主張する。  












































 しかし、これらの点は本論文の本質的な価値を損なうものではない。  
 本論文によって、ヴァージニア・ウルフの唯美主義の特質をイギリス１９世紀末文学か
ら２０世紀モダニズム文学にかけての大きな文学史的文脈のなかで明らかにすることがで
きたのは、英文学研究界への大きな貢献である。よって、本論文を、博士（文学）の学位
を授与するに値する論文として判定する。  
（平成２８年５月１２日） 
 
